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/ s 哲 素 と 陶 ら い

・力 子ネ, L坤り爾点安ほ.臨 芝かとくとふ 宝歩谷 かい 客ヽ.ぶ 泉 ごもな私 Kり
ろが、

爾点賀つ向上か六 く率考 とな ている昨今 つ棺舛幻` ら、 面芝.生 末 を歩e卜K深
、、関わり

そこつ″～す寄捻泉=お よび鴻女 【ついてな封 し、広兵を終たつ て
‐
み方 に松 する。

安、及  術  潟  基

/ )す ☆企兵安 こ械柘妖 年末のル %周 をすること1 (より、高芝が 夕
～だ″・を通点

娯をl aヵ～だ ″贈収し、生未壼歩合 も解 ～′7夕娼加 した.

経済法舞て
4も
施 当k・〕妖人 でルみ、来 田ノタA当 て

' )娯人 でJ %の だ妖 となつた。

食)小 刀来を晩々永本人冷つ本双 に傘■するこ.素 負仏下により繭ぶ質が力れする

っで、陥釈" よヽ ごに妖在 し、確々私本 吹玲出盈畑スつ捺与体禾とする。こく|〔薫今及

.れ が子い中をしりどに`魔 釈本瓢り子臼K炊 長する,

s 、指 尊 上 の 密 え 幸 預

/ ) や 齢璃リル″だ重は、 す介ャ烈状後に室えを重しヽ てか来士をたをする。

力)累 " L 印ご| 工状沿が平いたわ。穴長つ広ためるいほ友 うどんこあ省により策吹が

務化 しマ手いつど、塊々扶泰 めIか初本ゑ 涌ヽ兵に、 しんけわめう。次久乱ヱ客、次ね

っ妊ゃヽ来島程 を用ぃ、本期に」ろ祇 い分 けを□ることが望ミしい。

″、み た 文 爪 ・ 貴 対

力 子本沈率次 ( /″,安)弁 7号 、長兆本未材九祇を ( /ァル ・〃'す)力 '・ ″子

略為ヤ4及 ‐指導上りみ力子及

古.滋  淡  友  執

/ユ 拭決今次おdチ カ打
形舟げえ″午 ― メかあ ・掬え (寝点町)

, ,☆ 於カス

(′)″ ヽす玲おえをお工が本た働独 と縄点負とつ関ふ

松 資本 3程 に _〃 力 今 醜扶 本 nK昭 拝 X打 と、 /〃夕午 ふ本 翼 K太 千 ス真 み、 /タ

Pr r午材状 ゑ 烈ヽ 衣 鬼 六七 白 乙需 ぃ、 行 kわ 〃掛基本 ごみ る影′夕騒 を夜 掬 した。茂 於 こに、

″～ r牛 心 飛 を と採 子を、 ル 〃 拓 を、 〃 ″ 沿を と レ、本 渥 面独 と無 キ,々 ヴ .″ ″ と

して lkを 処谷 tlノ こ と次た した。例 奮 lIノ Bえ 回給与 つ余走 者 と し,用 来 ほ〃′,午

晩扶海ヽ瓢おヽか/ ァ′, 午本本理に次丈各近、/ ′′f 午 加扶本気に中をしりど
｀
そ揮いた。

( "  ふ "む こが及刃兵 つ晩え秋本谷み報強

〃' t午略々私本照 (ノ 河7電 挿)に ,軽 点町り汎路広及Kお いて、次入れとり

ふ切兵か手己お工″及刀来ハ手こと女た し、 す幹璃門ャ′日2日 会手つ余魚々と角ヵ

ラ々,板 ☆ム、3 8町ェよえ X亀 白こ璃ぃ、 /こ ノ魚を夜貧した。

d )対 験鍔ス

ぐ′)″ ～や介体柔tお よす本た面積 と畠六賃

0  日 賃K ,い てお飛曇ヒつ関係 4け る乙.承 幹各共宝く東レて″″電せとに、

み本対 と1瑠 望が重く、各来をお4奈 小座コ牧ク転午こK対 レて、 /～ ノ'力 二かつた,

どH R  K↑,て 書l B  t t  l K登むだ加 し、炊率こにr t s fレ〔だ～〃″,妬 炊 とサた,釈 キ分

来を,く対 して″″がをこ! I .颯 室が軽くた ったが,芝 つ滅ケコ1ふにた鉄的少なな`クた,
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容及衝釈 と輛を とつ関猛に、面k を , r メ広 くした揚谷。承十乙より主ぃ炊向と八 し
スが、 イつた にヶたか , た ,

①  炊 禾掘公をけるとか兵をルタ五宝こ1 五有 k も 生点安分谷があ く、会長とえ
をっ労兵がり多魚た, ョ たル/ 落 重こほ爾末兵がえく、寄紙兵なもい暫捧へ侮l く木負

の向上0 ヤヶうよた, か 来亡/ ク″減セ L に 、生太受夕合がを千ケたい煩向を示 した, 本

た面ほ とと末を歩さK フ ぃ ては、弧た な伝 向j 3 t " らk / 1 均ヽつた。

③  / 〃″午ふ本翼およが/ メンt 午初承本刻つ終スにっぃて、盗洋性を検対した棒

R 、 採 字本 たヽ つ揚谷、 終 曽 そり練約 梶ヽ と牙 ろ と、 捺来 玄 〃 ″え と こ1 工標 年 こ K 沌 ぺ' ′

″高くた ,た りく、夫田/ク瓜旨k ' ) の腐桁梅ドごl i猛キ L二 かやや窃いな をふ した,

(力)小 "介 工が見刀兵つ吹々水本谷手式公

吃々秋本瓢りす介猟に、示"来 とス刀スを金4レ た経兵、貧刀来会手色l I繍ユ

がとくと八量チ谷があかつた,ユ k . 緒 者たりよ白をむ夕く、焔 ちたり協梅小 ごふ″

共K た ヽ〃″ぅかクス.
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図 4～ 5齢期の給桑量および蚕座面積と繭重・普通繭収量・生糸量歩合との関係
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